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まじわる・つながる・支え合う

ならは生活の達人
－このまちで一緒に暮らしていくために－

「
な
ら
コ
レ
」
に
つ
い
て

2
0
1
7
年
2
月
5
日
開
催
の
「
第
2
回
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
　
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
　
「
な
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
　
の
愛
称
が
、
な
ら
コ
レ
で
す
。
な
ら
は
の
　
「
こ
れ
か
ら
」

と
い
う
、
町
の
将
来
を
展
望
す
る
意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
ら
コ
レ
の
テ
ー
マ
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
、
な
ら
は
。
ず
ー
っ
と
、
な

ら
は
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
暮
ら
し
た
い
」
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の
か
。
住
民

同
士
の
交
流
や
支
え
合
い
の
事
例
発
表
の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
考
え
る
催
し
で
す
。

楢
葉
町
へ
の
住
民
帰
還
状
況

東
京
電
力
福
島
第
1
原
発
事
故
に
伴
う
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
の
指

定
が
2
0
1
5
年
9
月
5
日
に
解
除
さ
れ
、
以
降
、
住
民
の
帰
還
が
徐
々

に
進
ん
で
い
ま
す
。
1
7
年
1
月
4
日
現
在
の
町
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
町

内
帰
還
者
（
週
4
日
以
上
滞
在
者
‥
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
お
よ
び
町
内
居

住
者
確
認
に
よ
る
状
況
確
認
）
　
は
4
1
9
世
帯
7
6
7
人
。
こ
の
う
ち
6
5

歳
以
上
は
4
1
3
人
で
5
3
・
8
％
を
占
め
ま
す
。
町
全
体
　
（
住
民
基
本
台

帳
デ
ー
タ
）
　
の
世
帯
数
・
人
口
は
2
8
1
9
世
帯
7
2
8
2
人
　
（
1
7
年
1

月
1
日
時
点
）
。
帰
還
率
は
人
口
ベ
ー
ス
で
1
0
・
4
％
で
、
1
5
年
的
月
の
集

計
開
始
以
来
一
貫
し
て
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。


